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平
壤
か
ら 

 
 

欧
露
へ
、
舞
鶴
へ 

秋
田
県 

 

樋 

口 

健
次
郎 

 
 

  

私
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
二
月
二
〇
日
、
兵

庫
県
朝
来
郡
生
野
町
字
口
銀
谷
（
ク
チ
カ
ナ
ヤ
）
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
徴
集
年
度
は
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
度

で
第
一
乙
種
合
格
で
し
た
。
当
時
の
私
の
家
庭
は 

 
 

父 
 

 
 

 

健
在 

 

生
野
鉱
山
社
員 

 
 

母 
 

 
 

 

健
在 

 

主
婦 

 
 

兄
（
長
男
） 

健
在 

 

会
社
員 

 
 

私
（
二
男
） 

健
在 

 

秋
田
県
鉱
山
社
員
（
選
鉱
） 

 
 

姉
（
長
女
） 

健
在 

 

病
院
勤
務 

 
 

妹
（
二
女
） 

健
在 

 

工
場
へ
勤
労
奉
仕 

と
い
う
状
態
で
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
七
月
、
姫
路
の
野
砲
連
隊
へ
現
役
入
営
で

す
。
そ
の
時
は
見
送
り
、
旗
の
波
、
激
励
も
何
も
な
い
、

ヒ
ッ
ソ
リ
と
入
営
し
ま
し
た
。
姫
路
の
部
隊
に
は
約
一
週

間
、
お
客
様
と
し
て
在
隊
し
ま
し
た
。
勿
論
外
地
へ
出
征

の
予
定
で
し
た
た
め
か
、
例
の
ビ
ン
タ
、
馬
の
世
話
も
一

切
無
く
、
特
に
印
象
に
残
る
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

約
一
週
間
し
て
、
姫
路
の
野
砲
第
五
十
一
部
隊
よ
り
、

朝
鮮
平
壤
の
野
砲
兵
第
四
十
七
部
隊
へ
転
属
に
な
り
ま
し

た
。 

 

早
朝
、
姫
路
の
部
隊
発
、
国
鉄
の
姫
路
駅
よ
り
列
車
輸

送
、
下
関
を
経
て
博
多
へ
。
博
多
よ
り
約
三
、
〇
〇
〇
ト

ン
位
の
船
で
釜
山
へ
。
釜
山
よ
り
平
壤
へ
は
約
十
時
間
。

大

陸
（
朝

鮮
）
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そ
の
間
、
特
記
事
項
は
な
し
。
砲
兵
第
四
十
七
部
隊
へ
到

着
。
平
壤
の
兵
舎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
し
っ
か
り
し
た

建
物
で
し
た
。
こ
こ
で
六
カ
月
間
の
初
年
兵
教
育
を
受
け

ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
野
砲
兵
の
基
本
教
育
は 

 
 

一 
 

砲
手 

 
 

二 
 

通
信 

 
 

三 
 

御
者
（
ギ
ョ
シ
ャ
） 

 
 

四 
 

観
測 

に
区
分
さ
れ
ま
す
。
私
は
砲
手
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
砲

手
に
は
一
番
砲
手
、
二
番
砲
手
、
三
、
四
、
五
、
六
番
砲

手
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
二
番
砲
手
で
し
た
。
野
砲
隊

で
す
か
ら
勿
論
馬
が
お
り
ま
す
。
馬
の
世
話
を
し
ま
す
。

砲
手
、
通
信
、
御
者
、
観
測
の
区
別
な
く
全
員
馬
の
世
話
、

手
入
れ
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

馬
に
は
ク
セ
の
悪
い
馬
が
い
て 

 
 

一 

噛
み
つ
く 

 
 

二 

蹴
る 

 
 

三 

抱
き
こ
む 

の
三
種
類
あ
り
ま
し
た
。
私
も
噛
ま
れ
、
蹴
ら
れ
た
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
大
し
た
こ
と
も
な
く
幸
わ
せ

で
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
運
悪
く
大
怪
我
に
な
っ
て
大
変

な
苦
労
を
し
た
戦
友
も
あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
部
隊
に

馬
が
い
る
と
い
な
い
と
で
は
ま
さ
に
天
地
の
差
が
あ
り
、

自
分
自
身
の
世
話
を
す
る
前
に
、
ま
ず
馬
の
手
入
れ
が
絶

対
で
す
。
要
領
の
悪
い
、
動
作
の
鈍
い
者
は
洗
面
も
食
事

も
で
き
ぬ
と
い
う
地
獄
社
会
で
す
。 

 

私
も
入
隊
前
は
馬
に
は
一
切
縁
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

入
隊
後
は
馬
と
の
つ
き
あ
い
は
マ
ア
マ
ア
何
と
か
こ
な
せ

て
喜
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

輓
馬
の
砲
兵
隊
に
は
、
十
榴
と
十
五
榴
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
第
二
中
隊
第
一
班
へ
入
り
、
十
榴
の
担
当
で
し
た
。

空
砲
射
撃
は
や
り
ま
し
た
が
、
実
弾
射
撃
の
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

  

昭
和
十
九
年
七
月
よ
り
昭
和
二
十
年
一
月
ま
で
が
新
兵

教
育
の
期
間
で
し
た
。
話
に
よ
く
出
る
ビ
ン
タ
の
件
に
つ

い
て
は
、
衆
知
の
通
り
で
、
私
も
新
兵
相
応
の
仕
打
ち
を
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受
け
ま
し
た
。
で
も
よ
く
考
え
る
と
、
私
の
場
合
は
皆
の

者
よ
り
少
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
良
い
先
輩
に
恵
ま
れ

た
お
陰
の
よ
う
で
し
た
。
知
り
合
い
の
班
長
や
将
校
が
い

る
と
の
理
由
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
馬
の
世
話
、
ビ
ン
タ
と

運
の
よ
い
状
態
に
恵
ま
れ
て
本
当
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 




